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はしが童

国道163号線と通称打上バイパス道の接合地域の文化財調査が一応の終結を

むかえた。しかしこの地域は国道と府道の交点だけに調査面積も広く、長期に

亘る調査であったので整理作業については未だに続行中である O その中で本調

査区分について今囲報告書の発行にこぎつけることができた。

この木関池北方遺跡は、東側・北側@北西側@西側とそれぞれ周知遺跡に囲

まれたところであるだけに、当初から何らかの遺跡の存在や出土が予想された

地域であった。また地形的にも南面した{頃斜地であり、近辺にJlIが流れている

ことからでも人開の生活には最適の土地であることは他の事例からでも十分に

えられたところでもあった。予想通り盛り土や耕土の下には各時代にまたが

遺物、特に土器類や胸磁器類の出土が多く、この地も周辺の遺跡と同様に先

人たちの「くらしJの場であったことに間違いはないだろう O 特に中世には、

近|礎の寺院や鮪道とも関連した人々の営みが感じられるのである O

私達は発掘の現場に立ったとき、現在の周辺状況からは想像できないような

過去のその地の地形がありありと現出しているのに直面することがある O その

ような時、土地に従い土地と共に暮らした先人たちと、土地を意のままに変容

しようとする現代人の生活の基本型の変化に何か感じずにはいられない。

この遺跡もすぐに近代的な道路になり、洪水のように自動車に覆い尽くされ

ることは明白である O しかしこれも現代社会の当然の帰着であり、その上に私

達の生活が成り立つ構造が固定化してきている以上止むを得ないことなのかも

知れない。けれどもそれだけに、今回もこの調査により古い時代の姿が正確に

記録され判断できる事に大きな意義を見い出したいものである O

なお本調査に当たり、大阪府枚方土木事務所からいただいた大いなるご協力

に厚く感謝の意を表してはしがきのことばをまとめたい。

平成 9年 3月

四{様畷市教育委員会

教育長木田喜重
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本捕地北方選 調 要

1章 選 の位竃と腫史的

木関池北方遺跡は、四傍畷市中野2丁目・南野 5了目・南野6丁目地内に所在し、現在のところ

東西約200m.南北約200mの範囲が古墳時代から中世にいたる集落跡の複合遺跡として周知されて

いる O

四{保理妾市は大阪府の北東部に位置し、東は奈良県生駒市に、西は大阪府寝屋川市、南は大阪府大

東市、北は大阪府寝屋川市・交野市に隣接している O

地勢の東半分は花商岩質よりなる生駒山脈の一部で、その西側に大阪層群からなる丘陵と扇状地

性の段丘および扇状地が南北に細長く広がっており、さらに西側は山地から西流する中小の河川に

よって形成された沖積平野が広がっている O

このうち当遺跡は、生駒山地から西流する清滝川と権現川に挟まれた扇状地性の段丘の西端部分に

立地している O 付近の標高は、高いところでT. P. +28.900m、{丘いところでT. P. 十23.800

mを測り、北東から南西に向かつて低くなっている O

以下回繰畷市内および市周辺の遺跡について時代をおって概要を述べる O

IB石器時代の遺跡、としては、削器・彫器・ナイフ形石器@細石器@機器などが出土した四僚畷市

讃良JII川床遺跡・木葉状尖頭器が出土した開山南遺跡があり、周辺においてはナイフ形石器・チャ

ート製有舌尖頭器が出土した枚方市の楠葉東遺跡・ナイフ形石器や掻器などが出土した藤阪宮山遺

跡@船橋遺跡・交北域ノ山遺跡@田口山遺跡・津田トツバナ遺跡・津田三ツ池遺跡、旧石器時代の

遺跡として近畿地方で初めて発見された交野市の神宮寺遺跡@ナイフ形石器や石核・剥片が出土し

た布懸遺跡、寝屋川市淀川河床遺跡・高宮遺跡、後期の有舌尖頭器が出土した大東市の宮谷古墳群

と北条遺跡、などが知られている O

縄文時代の遺跡としては、草創期の有舌尖頭器が出土した四候畷市の南山下遺跡と四練畷小学校

内遺跡、早期の米粒文・山形文を施した押型文土器が出土した四傍畷市の田原遺跡、枚方市の穂谷

遺跡・磯島先遺跡、神宮寺式土器の標式遺跡である交野市の神宮寺遺跡などがある O 中期には船元

式土器が出土した四憐畷市の南山下遺跡@砂遺跡、交野市の東倉治遺跡・星田旭遺跡、大東市の中

垣内遺跡・鍋田川遺跡、寝屋川市の讃良川遺跡などがある O 特に讃良川遺跡では、大量の船元式土

器や関東系・東海系や中部系の土器のほか貯蔵穴が検出された。この遺跡の下層からはクリ・ドン

グリが、上層からはセタシジミ@マガキなどの貝殻やイノシシ・シカなどの骨が出土し、貯蔵穴と

して利用されたのちにゴミ穴となっていたことがわかった。後期・晩期には高均二形土器@深鉢形士

』



1讃良郡条里遺構
2 砂遺跡
3 小路遺跡
4 三味頭遺跡
5 讃良川・更良岡山遺跡
6 北口遺跡
7 奈良田遺跡
8 忍岡古墳
9 坪井遺跡
10忍ヶ丘駅前遺跡

11南山下遺跡

12石宝殿古墳

13鎌田遺跡

14中野遺跡

15墓の堂古墳

16奈良井遺跡

17四條畷小学校内遺跡

18正法寺跡

19清滝古墳郡

20岡山南遺跡

21国中神社遺跡

22犬上遺跡

23木間池北方遺跡

24城遺跡

25南野米崎遺跡

26雁屋遺跡

27伝楠木正行墓

28北新町遺跡

29南野遺跡

30近世墓地

第1図 木間池北方遺跡周辺の遺跡
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31墓谷古墳群

32飯盛山城跡

33城ケ谷遺跡

34富谷古墳群

35北条東古墳群

36北条西古墳群

37大将軍古墳

38野崎城跡



器@注口土器・土製勾玉・土偶・石器など多量の遺物が出土した四保畷市の更良岡山遺跡があげら

れる O この遺跡は、前述の讃良JII遺跡の東隣に位置し同ーの遺跡と考えられる O また岡山南遺跡@

j青滝古墳群@四{様畷小学校内遺跡においても石鉱や探鉢形土器が出土している O 周辺地域では、土

器@石剣@石棒や埋護遺構を検出した枚方市の交北城ノ山遺跡・関東遺跡、大東市の城ケ谷遺跡な

どが知られている O

弥生時代の遺跡としては、前期初頭の高さ約70cmの大童が出土した四傍畷市の雁屋遺跡@前期中

段階の斐や壷が出土した四保畷小学校内遺跡・前期末の査が出土した田原遺跡、枚方市の磯島先遺

跡、寝屋川市の高宮八丁遺跡、大東市の北新町遺跡@中垣内遺跡・北条西遺跡がある O 中期では四

{様畷市の雁屋遺跡において多くの方形周溝墓や竪穴住居跡、を検出し、大量の土器や石器と伴に木製

四脚容器@鳥形木製品・分銅形土製品@舌状石製品などが出土している O 特に竪穴住居跡の一 l土

火災を受けたもので、炭化した建築部材も出土している。出土状況から当時の住居の規模を知る上

で注目されるものである O 周辺地域では、枚方市の田口山遺跡・星丘西遺跡・交北城ノ山遺跡、高

地性集落である寝屋川市の太秦遺跡、大東市の国見高地性遺跡@中垣内遺跡・西諸福遺跡がある O

後期では四篠畷市の雁屋遺跡、大東市の北新町遺跡などのほか周辺地域においても多くの遺跡が知

られている O それらのうち高地性集落としては枚方台地上立地する田 山遺跡・長尾西遺跡・長尾

東遺跡・出屋敷遺跡や香里丘陵上に立地する鷹塚山遺跡があり、鷹塚山遺跡からは小型イ方製鏡や分

銅形土製品@球状士製品。皮袋状土器など祭把的な遺物が出土している O

古墳時代前期の古墳としては、全長約90mの前方後円墳で長さ約6.3m'幅約 1mの竪穴式石室

から石弱I!.紡錘車・鍬形石@鉄剣・鉄鉾・鉄製斧 e 鉄製鎌・刀子@鉄鉱などが出土した四保畷市の

岡古墳、粘土構内から三角縁神獣鏡6面・三角縁竜虎鏡 1面@平縁獣帯鏡 1面が出土した枚方市

の万年寺山古墳・粘土榔内から画文帯環状乳神獣鏡 1面・銅鉱6本@銭形石製品 2点などが出 し

た藤田山古墳、粘土都内から硬玉製勾玉。ガラス製小玉@碧玉製管玉・鉄剣・刀子などが出 した

交野市の妙見山古墳 e 前方後円墳と円墳で構成されている森古墳群がある O 中期の古墳としては、

前方後円墳である枚方市の禁野車塚古墳@牧野草:塚古墳、円墳 4基@前方後方墳 1基・方墳 1 で

構成され、前方後方墳(東車塚、古墳)から甲胃・巴形銅器・筒形銅器・鏡@刀剣類・石頭11.玉類な

どが出土した交野市の車塚古墳群、甲 e 刀剣類@鉄製農工具類などを納めた副棺をもっ大東市の

堂山古墳群 l号墳などがある O 後期になると生駒西山麓に数多くの古墳群が造営される O 代表的な

ものとしては、四僚畷市の清滝古墳群・更良岡山古墳群@大上遺跡、横穴式木室をもっ枚方市の宇

山1号墳・中宮古墳群@ 雑塚・比丘尼塚、交野市の寺古墳群@倉治古墳群、北河内最大の横穴式

石室をもっ寝屋川市の寝屋古墳、大東市の北条古墳群・宮谷古墳群・墓谷古墳群・堂山古墳群など

がある O 終末期では寝屋川市の国指定史跡石宝殿古墳がある O

またこの時代は、市内をはじめ当時の河内湖縁辺部にあたるところに多くの集落が営まれるよう

になる O 市内の遺跡としては、 5本の堅魚木を持つ切妻造りの家形埴輪@動物埴輪とともに木製下

駄が出土した岡山南遺跡、 5世紀後半の須恵器とともに馬形・犬形@水鳥形@鶏形などの動物形埴

-3-
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輪や人物形埴輪・衣蓋形埴輪など大量の埴輪や土器類が集落内の遺構から出土した忍ケ丘駅前遺跡・

南山下遺跡、初期の須恵、器や勾玉、白玉など大量の玉類・紡錘車・製塩土器が出土した中野遺跡、

手づくね土器・人形土製品・動物形土製品・滑石製品が出土した周溝内に小型馬が埋葬されていた

方形周溝状の祭記遺構や石敷製塩炉を検出した奈良井遺跡、水田跡や水口祭杷跡を検出した鎌田遺

跡、木間池北方遺跡、四候畷小学校内遺跡などがある。

飛鳥・奈良時代の遺跡としては、 7世紀後半の土器が一括で出土した土坑や多くの土器と伴に 7

体分の土製馬形が出土した河川を検出した四傍畷市の木間池北方遺跡・「大」と墨書された土師器

杯が河川から出土した南野遺跡・素弁蓮華文軒丸瓦や土器類が出土した四傍畷小学校内遺跡、 5棟

の掘立柱建物跡群や大溝を検出した枚方市の船橋遺跡、寝屋川市の打上遺跡・長保寺遺跡、人面墨

書土器や「美濃j刻印の須恵器などが出土した大東市の北新町遺跡などがある O

寺院跡としては四傍畷市の正法寺跡・讃良寺跡、枚方市の九頭神廃寺・中山観音寺跡、寝屋川市

の高宮廃寺・太秦廃寺がある O 特に正法寺跡、は薬師寺式の伽藍配置であると推定されており、平成

5年の大阪府教育委員会による調査で、奈良時代の掘立柱建物と平安時代の基壇建物などを検出し、

創建時の素弁蓮華文軒丸瓦や重弧文軒平瓦、複弁蓮華文軒丸瓦や均整唐草文軒平瓦などが出土して

いる O また基壇の北東角で検出した土坑内からは10世紀前半の土師器・黒色土器が多く出土し、そ

のうち底部外面に「正方寺Jと墨書された土師器杯が 1点が含まれていた。

平安時代の遺跡としては、井戸内から底部外面に「高田宅J. I福万宅」と墨書されている黒色

土器椀や土師質皿・緑粕陶器皿などが出土した囲傍畷市の岡山南遺跡、黒色土器と翠を蔵骨器に転

用し納めていた土墳を検出した上清滝遺跡、「富寿神宝」を入れた蔵骨器が出土した交野市の私市

滝ケ広遺跡、緑粕陶器や灰紬陶器・大量の黒色土器が出土した寝屋JlI市の神田東後遺跡・高柳遺跡

などがある。

寺院跡としては、枚方市の特別史跡百済寺跡が知られている O この寺は 8世紀末に百済王氏が一

族の氏寺として建立したものである。

鎌倉時代から室町時代の遺跡、は市内をはじめ周辺の各市において数多く存在している O 四{保畷市

の清滝街道沿いに所在する上清滝遺跡では「塔の坊」という小字名が残っているところにおいて方

形基壇を検出し、その近くの斜面の溝からは害永3年(1184年)銘の題築軸とともに金箔塗り光背

.木製聖観音立像・漆器@箸・下駄園将棋の駒・瓦器椀・土師器・白磁@天目茶碗・茶臼・茶釜・

砥石・硯などが出土した。また近くからは瓦器椀を焼成した窯跡、を検出している O 坪井遺跡では、

鎌倉時代の鍛冶工房跡を検出している O

戦国時代では三好長慶の居城であった飯盛山城跡があり、田原地区にはその支域であった田原城

跡がある O 近年、寺口遺跡の調査において田原城主田原対馬守一族の墓地および寺跡を確認した O

墓地では常滑の大撃を集団の納骨施設としていた遺構や古瀬戸の水注を蔵骨器に転用した墓などを

検出し、副葬品として青磁袴腰香炉や青白磁小壷が出土した。寺跡では土塀跡などを検出し、多く

の土器類や瓦類が出土した。また平瓦には「千光寺jと刻印されているものも出土している O
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第 2章調査に至る経

木間池北方遺跡は、四候畷市中野 2丁目・南野5丁目・南野6丁目地内に所在する遺跡である O

この遺跡、は、清滝川と江瀬美川に挟まれた生駒山系から西へ延びる段丘上とその南側に存在し、現

在のところ東西約 200m.南北約 200mの範囲が古墳時代から中世にいたる集落跡の遺跡として周

知されている。

この遺跡の北西側には四煉畷小学校内遺跡が隣接しており、過去の数次にわたる調査の結果、縄

文時代・弥生時代@古墳時代 a 奈良時代・平安時代・中世・近世の各時代の遺構・遺物を発見し、

複合遺跡として周知されている。西側には市内で最大の古墳時代の集落跡である中野遺跡、東側に

は古墳群である大上遺跡、清滝川を挟んで北側の台地上には白鳳持代創建の正法寺跡がある。また

清滝川沿いには、市内の中心を東西方向に走り大阪と奈良を結ぶ古くからの清滝街道が存在してい

るO これら周辺の遺跡の状況と立地条件から、当遺跡に関しても上記の時代の遺構の存在が十分に

考えられた。また、 1995年6月末から今回の調査予定地の西隣で建設省浪速国道工事事務所の依頼

による発掘調査(木間池北方遺跡平成 7年度第 l次発掘調査)を行なった結果、奈良時代から中世

にかけての集落跡と古墳の周溝を検出し、その一部の遺構は今回の発掘調査予定地内に向かつて拡

カfっていることカfわかった。

以上、当遺跡内で主要地方道枚方・富田林・泉佐野線(打上バイパス)新設工事を行なうにあたっ

て大阪府枚方土木事務所と協議を行なった結果、工事によって埋蔵文化財が破壊されることから、

その記録保存のために事前に発掘調査を行なうこととなった。調査面積は1072m2で、調査期間は平

成7年 (1995年)10月12日から平成8年 (1996年) 2月15日までであった。遺物の整理作業は、平

成8年 (1996年) 4月30日に大阪府枚方土木事務所長と四棟畷市長が埋蔵文化財発掘調査出土品の

整理業務実施計画にもとづき、発掘調査出土品整理委託契約書を締結し実施することとなり、平成

9年(1997年) 3月31日までに静了した。
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3章調査の成果

今回の発掘調査は、 によって遺構の破壊が予測される部分の全面発掘調査であり、面積は約

1072m2である O なお調査地区内は、国土平面直角座標値(第VI系)を用いて10m四方の区画設定を

行ない、それぞれの区画は、その南西にあたる杭のx.Y値をもってその名称とした。

発掘調査は、重機により盛り土@耕土ー床土を機械掘削したのち人力により堆積土(遺物包含層)

を層位ごとに掘り下げ、各面で遺構の有無の確認を行いながら進めていった。

第 1簡基本撞F事(童書 4U覇)

今回の調査地区の地表面の標高は、北端でT. P. +28.900m、南端でT. P. +23.800mであ

り、調査前は北から南へ向かつて約 5mの高低差をもっ 4面の棚田状の耕作地であった。

以下、確認した基本属序を上層から記載する O

第 I層 盛り土A、上面はT. P. +28. 300~23. 900mで、厚さは40cm前後である O 現代の盛り土。

第H層 耕土、上面はT.P. +28. 900~23. 800mで、厚さは10~20cmで、ある O 現代の耕土。

第E層床土、厚さ1O~20cmo 現代の床土。

第N層盛り土B、上面はT. P. +25. 500~24. 400m で、厚さは50~60cmで、ある O この盛土は、

x = -140.290 . Y = -32. 095地区でのみ確認した。近代以降の盛り土。

第V層 旧耕土、上面はT. P. +25.000mで、厚さは10~30cmで、ある O この耕土も X=-140.29

O. Y=-32.095地区でのみ確認した。近代以降の耕土。

第VI層 灰色系の砂質土、厚さ 50~80cm。中世~近世の包含層。

第四層 灰色系の粗砂層で磯を含んでいる土層もある。厚さは 1m~ 1. 5m前後である O これは旧

河川内の堆積土である O

第咽層 花闘岩や蝶が混ざった土層で堅くしまっている O 溝・!日河川及び土坑の検出面で、南西ヘ

向かうほど低くなっている O 地山田である O

以上のことからこの地は、中世には存在していた!日河川と中世に掘られた溝が近世にかけて埋まっ

たあと(基本層序第VI層)耕作地として利用されている O 次に近代以降に部分的に盛り土(基本層

序第N層)を行ない耕作地を整理し、現代になって一部の耕作地に盛り土(基本層序第 I層)を行

ない宅地として利用していたと考えられる O
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調査地r&壁麟瞳 (A-K)

第 1層 明緑灰色砂質土 (7園 5GY7/1) 
第 2層 明緑灰色砂質土 (5G7/1) 
第 3層灰色砂質土 (N6/)-粗砂混入

第4層灰色砂質土 (N4/) 粗砂混入

第 5層灰色粘質土 (N5/)-粗砂混入

第6層 明緑灰色砂質土 (7.5GY7/1)-粗砂混入

第 7層灰白色砂磯 (2.5Y8/2) 
第8屑灰色砂質土 (7.5Y4/1) 
第9層 明オリープ灰色砂質土 (2.5GY7/1) 
第10層灰色細砂 (N6/) 

に灰白色粗砂 (7.5Y8/1)混入

第11層褐灰色腐植土 (7.5YR
第12層楼色砂磯 (7.5YR6/8) -7層に鉄分混入

第13層黄樫色砂質士 (10YR8/8) 
第14層 にぶい黄楼色砂質土 (10YR7/2) 
第15層灰白色砂質土 (10YR
第16層灰黄色砂質土 (2.5Y7/2) 
第17層灰白色砂質土 (2.5Y8/1)-粗砂混入

第18層灰白色砂質土 (10YR
第19層灰黄色砂質土 (2.5Y6/1) 
第20層灰黄褐色砂質士(10YR5/2) 
第21層 にぶい黄褐色砂質土(10YR5/3) 

河111東輯麟瞳(し~醐)

第 l層灰色砂質土(lOY5/1) 
第 2層灰白色砂磯 (2.5Y8/2) 

腐植土及び鉄分混入

第3層灰褐色砂質士 (7.5YR5/2) 
第4層黄灰色砂質土 (2.5Y5/1) 
第 5層灰色砂質土 (7.5Y5/1) 
第8層黒褐色腐植土 (5YR

溝東西曜日撞 (N- )園 l覇涛Jllii覇北麟iij(P-母)

第 l層灰色砂質土 (N4/) 

第 2層暗青灰色砂質土 (5B4/1) 

第3層灰黄色砂質土 (2.5Y6/2) 鉄分混入

第4層 黄灰色砂質土 (2.5Y5/1)一磯混入

第5層灰自色シルト(10Y8/1) 

第6層青灰色粘質土(10B5/1) 
第 7層灰白色砂磯 (7.5Y8/2) 
第8層赤灰色腐植土 (5R5/1) 
第9層 明褐灰色砂質土 (7.5YR7/1) 
第10層灰白色砂質土 (10YR7/1) 
第11層 にぶい黄櫨色砂質土 (10YR7/1) 
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第22層灰白色細砂 (2.5Y8/2) 
第23層灰色細砂 (N5/) 
第24層灰白色粗砂 (5Y8/1)-磯混入

第25層灰オワープ色砂質土 (5Y6/2) 
第26層灰色砂質土 (N6/) 
第 層 明オリーブ灰色砂質土 (5GY7/1) 

第28層灰色砂質土 (7.5Y5/1) 
第29層 にぶい糧色砂質土 (7.5YR7/4) 
第30層赤灰色腐植土 (2.5YR4/1) 
第31層暗青灰色粘質土(10BG3/1) 
第32層灰白色粗砂 (7.5Y8/1)と

灰白色シルト (5Y7/1)の混合層

第33層暗青灰色砂質土 (10BG4/1) 
第34層灰黄褐色砂質土(10YR6/2) 
第35層灰黄褐色砂質土(10YR4/2) 
第36層黄灰色砂質土 (2.5Y5/1) 
第37層灰白色粗砂 (2.5Y
第38層灰色粘質土 (7.5Y5/1) 
第39層灰色砂質土 (5Y5/1) 
第40層黄灰色砂質土 (2.5Y6/1) 
第41層灰自色砂操(10YR8/1) 
第42層灰白色シルト (2.5Y8/2) 
第43層浅黄櫨色粗砂 (7.5YR8/6) 

第 7層青灰色粗砂 (10BG6/1) 
第8層淡黄色砂質土 (5Y8/4) 

粗砂混入

第9層褐灰色砂質土(10YR5/1) 
第10層灰褐色砂諜 (5YR4/2) 
第11層灰白色粗砂 (2.5Y8/2) 
第12層明褐色粗砂 (7.5YR5/8) 

11屑が鉄分により変色

第12層灰黄色砂質土 (2.5Y7/2) 
第13層 明黄褐色砂質土 (10YR6/6) 
第14層淡黄色細砂 (2.5Y8/4) 
第15層灰白色粗砂 (7.5Y8/2) 
第16層灰白色粗砂 (N7/) 
第17層灰色砂質土 (7.5Y4/1) 
第18層灰白色砂喋 (N7/) 
第四層 褐灰色粘質土(10YR5/1) 
第20層 8層に灰白色粗砂 (N8/)混入

第21層 明青灰色粗砂(10BG7/1) 
第22層花商岩崩落土
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第 2節 遺 構

第 1遺構菌(麓 5国箇 E君臨 3) 

噂耕作溝

この遺構面は、 Xニー140.310・Y=-32.100地区、 X=-140.310・Y=-32.110地区、 X=-140.3 

20・Y=-32.100地区、 X=-140.320・Y=-32.110地区、すなわち調査地区の南端部で検出した。

遺構の検出面は灰色砂質土層(第 3図一第26層)の上面で、その標高は、 T. P. +23. 260~23. 4 

OOm前後である。遺構としては、耕作に伴う溝を14本確認した。 溝の大半は東西方向に主軸をおき

直線的に掘られている O 長さは最長のもので約5.5m 、最短のもので約1.5m を測り、幅は約 20~50

cm、深さは約 2~ 5 cmを測った。遺物は、近世の絢磁器片が出土している。

これらの遺構の北側が一段高くなっていることから、本来は北東方向から南西方向へ向かつて低

くなっていく棚田状の耕作地であったと思われる。しかしXニ 140.300・Y=-32.100地区、 X=一

140.300・Y=-32.110地底より北側は、現代の耕作や宅地の建築によって大半が撹乱されておりそ

の保存状態は良好ではなかった。

事事 2遺構苗(第ヰ摩自.......7 B語、圏臨 4-13) 

この遺構面は、調査地底の全域で検出した。以下この遺構面で検出した遺構について述べる O

曜島田河J!lC第 4B富幽第 6国困窮 7圏、 E富瓶 4-1 園 5. 6司 7 酉 10園 11回 12園 13)

この遺構は、 X =-140.290・Y=-32. 090、X=-140.290・Y=-32.100、X=-140.290・Y=-3

2.110、X=-140.300・Y=-32.100、X=-140. 300・Y二一32.110、X=-140.310 . Y =-32.100、

X =-140.310・Y=-32.110、X=-140.320・Y=-32.100地底、すなわち調査地区のほぼ中央から

南側において検出した。平面形態は北東一南西方向に主軸をおく直線的なもので、北東端から約17

mの地点で北側からの溝と合流する O 周囲の地形や後述する規模から考えて今回検出したものは!日

河川の右岸であることが判明した。この旧河川についてはその岸にあたる部分の検出は今回の調査

が初めてであり、その規模等についても現在までの所不明な点が多かったが、今回の調査でそのー

部が明らかになった。今回の調査地区内での規模は、全長約 25m.北東端の深さ約1.5~ 1.8m前後、

南西端の深さ約1.6m前後で、あった。右岸の標高は、北東端でT. P. +24. 820m .溝との合流地

点付近でT. P. 十24.680~24. 700m .南西端でT. P. +24.530mを測り、約 30cmの高低差を

もって北東方向から南西方向に向かつて低くなっている O 底部の標高は、北東端の右岸下でT.P. 

十23.000~23. 320m.溝との合流地点付近の右岸下でT. P. + 22. 680m .南西端の右岸下でT.

P. + 22. 900mであり、調査地区の南端が最も低く T. P. +21. 600m前後を測った。 これらの

ことから前述したとおり、今回検出したものは周囲の地形に沿って、北東方向から南西方向に向かっ

て流れる旧河J11の右岸の一部であると考えられる O また堆積土は、下層付近では灰色系の粗砂層が
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基本で小礁から50cm大の花両岩が多く含まれていたが、中層から上層付近では灰色系の砂質士が基

本で、腐食土層や粘質土層も観られることから徐々に流れが緩やかになりながら埋まっていった様

子が確認できた。旧河川の全体像については、今回の調査地区内で検出した部分だけでは明確にす

ることはできなかったが、調査地区の南側を東西に通じている市道において下水管の埋設工事に際

して立会調査を行なった結果、道路面下約30cmから下層はすべて河川の堆積土と思われる砂層で、あっ

たことや調査地匿の南西約50mのところに所在する四僚畷市立南中学校を建設する以前は、現在の

グランドの中央付近に)11が存在していたという状況から考えると、旧河川の左岸はこの辺りに存在

し、長い年月の間にその流路に変化があったとしてもその規模は大きなものであったと推測できる。

遺物は、土師器皿(第 7図-1・2・第8圏一 1~19、臨版12- 1 .国版14-1~19) ・瓦器皿

(第8圏一20・21.図版15-20・21) ・瓦器椀(第 8 圏一 22~32 ・図版15-22~32) ・須恵器室(第

9図-33・図版16-33) ・瓦質風炉(第9図-34・国版16-34) ・瓦質三足釜(第 9 図 -35~40 ・

盟版16-35~40) ・土師質羽釜(第9図-41.図版16-41) .須恵器杯蓋(第10図 42・46.47・図

版17-42.46・47) ・須恵、器杯身(第10図 43~45 ・国版17 -43~45) .須恵器聾(第10図-48・49

8 図版17-48・49) .須恵、器躍(第10図 50 .図版13-2・図版17-50) ・須恵器練鉢(第10図-5

1~59 ・図版18-51 ~59) ・土師器高杯(第11図 60・図版17-60) ・土師器把手(第11図 -61~6

7・図版19-61~67) ・移動式竃(第11図 68・69・図版19-68・69) ・青白磁印花蓮弁文小壷蓋

(第12図-70.図版13-5・圏版20-70) .青磁碗・皿(第12圏一71~78. 図版 20-71 ~78) ・白磁

碗・皿(第12国一 79~92 .国版 21-79~92) ・緑糊陶器椀(第12図 93・図版20-93) ・石器類

(第 7図 6 .第12図 94・95・図版12-6・図版13-3・図版21-94・95、第 7図-4・第13図-9

7.98・図版12-4・図版22-97・98) 園滑石製石鍋(第四国 96・国版21-96) ・銭貨(第 7図

3・第13図 99・図版12-3・図版22-99) ・土製仏像(第13図 100・図版13-4 .図版22-100)

・木製下駄(第 7図 2・5・第14間 101・102・図版12-2・5・図版22-101・102) ・瓦類(第1

5・16図 103~ 107 ・図版23-103~107) ・馬歯(第 7図 2 )が中層および下層から出土している。

暢溝(第4盟国籍車関 E 第7問、関臨 4-1関 5.車.7園富国車)

この遺構は、 X=-140.280.Y=-32.110、Xニ 140.290・Y=-32.100、X=-140.290・Y=-3 

2.110、Xニ 140.300. Yニ 32.110地区、すなわち調査地区のほぼ中央において検出した O 国版で

は溝の西側肩部も写っているが、大阪府枚方土木事務所から依頼があった平成 7年度第 2次発掘調

査の範囲は第6図に示すとおりであり、溝の北西側約半分は今回の発掘調査の前に建設省浪速国道

工事事務所からの依頼で行なった平成 7年度第 1次発掘調査で検出したものである O しかしこの概

要報告書では溝の全容に近いものを報告する必要から規模などについては隣地で検出した溝を含め

て示すこととする O

平面形態は直線的なもので、ほぼ北一南方向に主軸をおく O 断面形態は北端でU字状、中央より

やや北側からは逆凸形を呈する O 規模は、全長約30m'北端の幅約 6m'南端の幅約 8m'北端の

深さ約1.7m .南端の深さ約1.7m、2段掘りの底部の幅約 1~ 1.6m ・深さ約0.4~0.8m を測る O
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第6図 第2遺構面平面図
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肩部の標高は、北西角でT. P. 十28.480m、北東角でT. P. + 28. 500 m、南西角でT. P. 十

25.760m、南東角でT. P. + 25. 850 mを測り、肩部は約2.7mの高低差をもって南へ向かつて低

くなっている O 底部の標高は、北端でT. P. + 26. 790 m、南端でT. P. +24.140mを測り、約

2.6mの高低差をもって南へ向かつて低くなっている O この溝の下流は、前述した北東方向から南

西方向に向かつて流れる!日河川に合流している O この溝は北東方向から南西方向へ向かって低くなっ

ている周囲の地形に沿ったものではなく、その主軸をほぼ南北方向においていることから人工的に

掘られたものであると考える O

遺物は、土師器皿(第 7 図-7 ・第17図 -108~114 ・図版13- 1 .国版24-108~114) ・須恵器

躍(第17図-115・図版13-6・図版24-115) ・瓦器皿(第17図 -116~ 118 ・図版24-116~118) 

・瓦器椀(第17図 -119~ 124 ・図版25-119~124) ・青磁合子身(第18図-125・図版25-125)

青磁碗(第18~-126 ・図版25-126) ・白磁碗(第18図 127~ 130・図版25-127 ~ 130) ・均整唐

草文軒平瓦(第18図-131・図販26-131) ・瓦質三足釜(第18図-132・133・図版24-132・133)

砥石(第18図-134・135・図版26-134・135)が中層および下層から出土している O

曜静土境(第 6国園第 7関、関膿 4. 5 . 6 . 7 . 8鴎喜一 2) 

この遺構は、 X=-140. 280・Y=-32.110地区、すなわち調査地区の北側において検出した O 東

側の上端は後世の撹乱で破壊されており、西側の上端は溝によって切られているが、平面形態は円

形であったと思われる O 規模は、上端の直径約 1m'下端の直径約0.7m'深さ約28cmを測った O

上端の標高はT. P. 十27.240mで、底部の中心はT. P. + 26.960 mを測った。

遺物は、瓦器椀(第18図-136) ・須恵器練鉢(第 7図-8・第18図-137・図版26-137)が上

層から出土している O

以上、!日河)11 .溝・土坑について述べてきた。今回の調査ではこれらのほかにも14基の土坑と 1

本の溝を検出しているが、遺物が出土しなかったため時期などは明確ではない。ただし溝の東側の

肩部付近で検出した10基の土坑は、前述した土坑と同じ面で検出したという状況や埋土の観察から

それとほぼ同じ時期のものであろうと考えている O 調査区の北東側 (X=-140. 270・Y=-32.090、

X =-140. 270・Y=-32.100、X=-140. 280・Y=-32. 090・X=-140.280・Y=-32.100)地区に

関しては、現代の耕土下がすぐに地山面であり 3基の土坑もこの面で検出した。ただし面積から考

えると遺構の存在密度は低いものであった。このことは、建設省浪速国道工事事務所の依頼で発掘

調査を行なった北隣の地域においても同じ様な結果であった。以上のことからこの地区に関しては、

元来遺構が少ない地域であるという考え方と後世に削平されたため遺構の一部だけが残ったという

考え方ができる O
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第 3鱒 出土遺物

今回の遺物の大半は旧河川から出土したものであり、ほとんどが食膳具・煮炊き具といった土器

-陶磁器類であったが、瓦類・木製下駄・銭貸 g 土製仏像・石器類といったものも出土している O

時期的には、鎌倉時代のものが中心で縄文時代や古墳時代・奈良時代のものも出土している O

以下、遺構ごとに記述する O

輔l臨調111出土遺鞠

1 ......13lct土師器の小皿である。(童書7関-1 • 2開第s菌盟国鰻 12-1盟国師14)

平底の底部から体部が逆八の字形に大きく聞き、口縁端部が丸く納まるもの(1 )、若干丸味を

もった平底の鹿奇防当ら体部が逆八の字形に大きく開き、口縁端部が丸く納まるもの ( 2 )、丸底ぎ

みの底音防ミら口縁部が外上方へ伸び、口縁端部が丸く納まるもの(3・5)、平底ぎみの底部から

口縁部が外上方へ伸び、口縁端部が若干立ち上がるもの(4・6・8)、丸底ぎみの底音防ミら口縁

部までゆるやかに内湾しながら続くもの(7 )、平底ぎみの底音防ミら口縁部が外上方へ伸び、口縁

端部が厚いもの(9 )、平底ぎみの底部カミら口縁部が外上方へ伸び、口縁端部が丸く納まるもの

10)、平底ぎみの底部から日縁部までゆるやかに内湾しながら続くもの (11 )、若干上げ底ぎみの

平底の底部から口縁部までゆるやかに内湾しながら続くもの(12)に分類できる O 口径は10cm未満

で、器高は 2cm未満のものである o 13は丸底の底部から体部が外上方へ伸び、体部と口縁部との境

には強いヨコナデによる段がみられる O 体部外面の一部と底部内面にはヘラミガキが施されている。

この土器は小盟として分類しているが他のものとは明らかに成形技法が違うものである O

14-181ct土師器の中1IJlである。(豊富 7国-1 • 書事s閣閉 E覇臨 12-1 • ~君臨14)

丸底ぎみの底部から口縁部が外上方へ伸びるもの(14)、平底の底部から口縁部が外上方へ伸び、

口縁端部が若干立ち上がるもの(15)、若干上げ底ぎみの平底の底部からゆるやかに内湾しながら

口縁部に至り、口縁端部を丸く納めるもの (16)、平底の底部からゆるやかに内湾しながら口縁部

に至り、体部と口縁部の境に段をもち口縁端部を丸く納めるもの(17)、丸底ぎみの底部からゆる

やかに内湾しながら口縁部に至り、体部と口縁部の境に段をもち口縁部が外反するもの(18) に分

類できる O 口径は15cm以下で、器高は 3cm以下のものである O

閣は土輔君警の大1IJlである。(第 8園園闇顧問〕

平底の底音防、ら口縁部が外上方へ伸び¥口縁端部が尖りぎみのもので、口径は15.6cmで、ある。

20-21(まJ!L轄の小1IJlで島る。(第8歯固 E霊鰻15)

平底の底部から外反しながら口縁部に至るもので、底部内面には幅が 1mm以下の細いジグザグ状

の暗文が密に施されているもの (20)、丸底ぎみの平底から外反しながら口縁部に至るもので、底

部内面には幅が 1mm程度のジグザグ状の暗文が粗く施されているもの (21)に分類できる O

22"'32{ま茸器の鞠で遣もる。(第富国.G器瞬時)

体部は底部から内湾しながら口縁部に至る O 口縁部にはゆるい横ナデ調整を施し、口縁端部は丸

く内閣には沈線を巡らす。体部外面の中位から口縁部付近に粗いヘラミガキ調整を施し体部内面に

-15-
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は幅が 1mm程度のヘラミガキ調整を密に施す。高台は低く断面逆三角形を呈するもの (22)、体部

は成部から内湾しながら直立ぎみの口縁部に至る O 口縁部にはゆるい横ナデ調整を施し、口縁端部

は丸く内面には沈線を巡らす。体部外面の中位から口縁部付近に粗いヘラミガキ調整を施し体部内

面には幅が 1mm程度のヘラミガキ調整を密に施す。高台はやや高く断面逆三角形を呈するもの (23)、

体部は底部から内湾しながら直立ぎみの口縁部に至る O 口縁部はゆるい横ナデ調整によってわずか

に外反し、口縁端部は若干尖りぎみで内面には沈線を巡らす。体部外面は口縁部付近にのみ粗いヘ

ラミガキ調整を施し体部内面には幅が 1mm程度のヘラミガキ調整を密に施す。高台は低く断面逆三

角形を呈するもの (24)、体部は底部から外上方へ伸び、口縁部に至る O 口縁部はやや強い横ナデ調

整によってわずかに外反し、口縁端部は若干尖りぎみで内面には沈線を巡らす。体部外面は口縁部

付近にのみ粗いヘラミガキ調整を施し体部内面には幅が 1mm程度のヘラミガキ調整を粗く施す。高

台は低く断面逆三角形を呈するもの (25・27)、体部は底部から内湾しながら直立ぎみの口縁部に

至る O 口縁部はゆるい横ナデ調整によってわずかに外反し、口縁端部は若干尖りぎみで内面には沈

線を巡らす。体部外面の中位から口縁部付近に粗いヘラミガキ調整を施し体部内面には幅が 1mm程

度のヘラミガキ調整を密に施す。高台は低く断面逆三角形を呈するもの (26・28)、体部は底部か

らやや内湾しながら外上方へ伸び、口縁部に至る腰の張ったような形態である O 口縁部はゆるい横ナ

デ調整によってわずかに外反し、口縁端部は若干尖りぎみで内面には沈線を巡らす。体部外面は口

縁部付近にのみ粗いヘラミガキ調整を施し、体部内面には幅が 1mm以下のヘラミガキ調整を粗く施

す。高台は低く断面逆三角形を呈するもの (29)、体部は底部から外上方へ伸び口縁部に至る O 口

縁部はゆるい横ナデ調整によってわずかに外反し、日縁端部は若干尖りぎみで内面には沈線を巡ら

す。体部外面は口縁部付近にのみ粗いヘラミガキ調整を施し体部内面には幅が 1mm程度のヘラミガ

キ調整を密に施す。高台は低く断面逆三角形を呈するもの (30)、体部は底部から内湾しながら直

立ぎみの口縁部に至る O 口縁部にはゆるい横ナデ調整を施し、口縁端部は丸く内面には沈線を巡ら

す。体部外面にはヘラミガキ調整を施さず、体部内面には幅が 1mm以下の細いヘラミガキ調整を粗

く施す。高台は低く断面逆三角形を呈するもの (31)、体部は丸底から外上方へ伸び口縁部に至る O

いわゆる半球形に近い形態である O 口縁部にはゆるい横ナデ調整を施し、口縁端部は尖りぎみで内

面には沈線を巡らさない。体部外面にはヘラミガキ調整を施さず体部内面には幅が 1mm程度のヘラ

ミガキ調整を螺旋状に粗く施す。高台はないもの (32)に分類できる O

見込み部の暗文は、連結輪状暗文を有するもの (22・23・24. 25・26. 27・28)、同心円状暗文

を有するもの (30・31)があり、独立した暗文をもたないもの (32)、不明のもの (29) もある O

炭素の吸着状態については大半が良好であるが、 26・27の外面の一部に不良の部分がみられる O

33(ま須憲器の喜重である。(第 9~語圏国髄16)

体部外面に平行叩き調整を施し、体部内面には当て具痕と思われるものがみられる O 口縁部は外

反し、端部は外傾した平面を形成している O 口縁端部内面には横ナデ調整によると思われる沈線が

みられる O 東播系須恵器と思われる O

-17-
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34(ま瓦買の恩炉である。(第s圏幽閣臨時)

体部はやや外上方に宜立し口縁部に至る O 口縁端部は内側に張り出し上面は平面を形成している。

体部内面の口縁部直下には突起が貼り付けられている O この突起は 3方ないし 4方に貼り付けられ

て、上に鍋などを懸けるための支えであると思われる O 外面には炭素の吸着がみられるが内面には

みられず、突起の下半部は樺色に変色している。

35.......40(ま瓦質の王星蓋である。(第君臨園間臨時)

体部の下半部に最大径をもっ形態で、口縁端部に浅い沈線を巡らす面をもち鍔は断面三角形を呈

し外上方へ短く伸びるもの (35) -鍔が断面台形を呈するもの (36)、体部が球形を呈すると思わ

れ、断面台形の短い鍔が付くもの (37)に分類できる o 38~40は脚部である O

411ま土師賞の璃蓋である。(第 9~喜 a 閤臨時)

体部は球形を呈するものと思われる O 口縁部は内湾し端部はわずかに斜め上方につまみ上げてい

るO 鍔は断面u字形を呈し、ほほ水平に貼り付けられている O 河内産のものと思われる O

42(ま須恵轄の事事蓋である。(第10盟 E 闇臨17)

口縁端部にはかえりをもたずゆるやかに天井部へ至り擬宝珠つまみがつく形態であると思われる。

43-451t績悪器の時身である。(第10闇 a 鴎臓17)

高台が付くもの (43・44) と付かないもの (45)に分類できる O それぞれ体部は直線的に外上方

へ伸び、口縁端面は丸く納めている o 43の高台は44のように接地面が平らではなく斜めになってお

り、高台の内端面のみが接地する形態である O

46 • 47(ま窺恵器の罫蓋で基うる。(第10菌悶関髄17)

46は天井部から内湾しながらほぼ直下に下がる口縁部をもっ形態で、 47は天井部から内湾しなが

らやや外下方へ開く口縁部をもっ形態である O

48 • 49(ま須憲轄の聾である。(第10闇.~君臨1 7)

48は体部から頚部がやや外上方に伸び¥口縁部は若干肥厚し端部に至る O 口縁端部は上方へやや

つまみ上げられている O 体部外面には細かい格子日状の叩き調整、内面には同心円文状の叩き調整

が施されている o 49は体部から頚部が外上方に伸び¥口縁部は玉縁状を呈する O 体部外面には格子

目状の叩き調整、内面には同心円文状のPPき調整が施されている O 外面および口縁部内面に自然粕

がみられる O

50(ま須恵器のE事である。(第10s霊園闇臨時一 2園間顕17)

体部のほぼ中央に最大径をもち、肩部に沈線を巡らす。

51-闘は須車器練鉢である。(第10国箇 E遺品震18)

体部はほぼ直線的に大きく外上方に聞く形態であると思われ、口縁端部が内測へつまみ上げられ、

それによって口縁部の内側に凹線がみられるもの (51)、体部はほぼ直線的に大きく外上方に開く

形態であると思われ、口縁部の内側に凹線がみられず、口縁端部の下端が若干下方へ伸び、ているもの

(52)、体部はほぼ直線的に大きく外上方に開く形態である O 口縁端部は上方へつまみ上げられ、

-19ー
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それによって口縁部の内側に回線がみられる O 口縁端部の下端は若干下方へ伸びているもの (53・

54)に分類できる o 53 . 54は体部内面の上半部にナナメ方向のナデが残っているが、下半部に近い

ところは使用によると思われる磨滅痕がみられる。 4点とも口縁部外面に自然軸がかかっているこ

とから、口縁部を下に向けて重ね焼きしたと思われる。 55~59は底部である o 55~58は底部と体部

との境は若干の稜をもつが丸味をもっている o 58の底部外面には糸切り痕が一部残っている Q 内面

は使用による磨滅痕がみられ、 55. 56 . 58の内面は滑らかであるが、 57は焼成がややあまいためか

ざらざらしている O

59は須恵器練鉢の底部と思われるが、底部のほぼ中央にーヶ所焼成前にあけられた孔がある O 底

部と体部との境には若干の括れをもち、底部の内外面は黒変している O

601ま土師器の高野である。(第11~霊園 E君臨1 7)

杯部は欠損している O 脚部はやや外下方へ開きながら下がり、裾部付近でさらに外下方へ開き接

地部に至る O 裾部には波状丈が施されている O

61 '"即時土師器の錦亭である。(第11開園関職時)

根元は幅広く先端に向かつて狭くなり、側面からみると斜め上方に向けて反っている O 断面形態

は楕円形で上部が凹んで、いるもの (61・62・63)、根元から先端までほぼ向じ幅で、側面からみる

と斜め上方に向けて反っている O 断面形態は円形で上部に切り込みがあるもの (64)、根元から先

端までほば同じ幅で、側面からみると若干斜め上方に向けて伸びている O 断面形態は円形のもの(

65)、根元は幅広く先端に向かつて狭くなり、側面からみると先端部が若干斜め上方に向けて反っ

ている O 断面形態は円形で中空のもの (66)、根元は非常に幅広く先端に向かつて極端に狭くなり、

両側面が裏側に折り返されている O 側面からみると先端部が若干斜め上方に向けて反っており、断

面形態は扇平で上部が凹んでいるもの (67)に分類できる o 61 ~65 . 67は鍋か甑の把手と思われ、

66は移動式竃の把手の可能性があると考えておきたい。

豊富国的措軍事勤武喜重である。(第11~霊園国醸19)

68は竃の上部(掛け口)の破片である O 外国には短い庇を貼り付けており、その外側には把手の

退化したものとも思われる小さな粘土塊を貼り付けている O 内面には一部に横ハケメ調整が残って

いる。庇の内側@掛け口 a 内面の掛け口に近いところに煤の付着がみられ、使用されていたことが

わかる o 69は移動式竃の下部(脚部)の破片である O 外面は縦ハケメ調整、内面は横ハケメ調整を

施している O

70-位協貿易関離轄で島る。(議事12~富盃関髄20 調 21)

70は青白磁印花蓮弁文小壷の蓋である O 外面は施粕され、内面は無粕で短いかえりが貼り付けら

れている o (図版13-5 ) 

71~74は青磁碗の口縁部の小片である O 外面に鏑蓮弁文を有するもの (71 ・ 72) 、外面に蓮弁丈

を有するもの (73)、内面に劃花文を有するもの (74)に分類できる O 龍泉窯系の製品と思われる。

75 . 76は青磁碗の底部の小片である O 高さが低い削り出し高台で、高台畳付部の幅が比較的広い。

-21-
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77・78は青磁皿の小片である O 底部が厚く、外面は底部付近からゆるやかに外上方へ伸びる口縁

部へ至るが、内閣は平らな底部から屈曲して外上方へ伸びる口縁部に至り、内外面に文様がないも

の (77)、平底の底部からゆるやかに内湾し上外方へ伸びる口縁部へ至り、内閣に櫛描き文を有す

るもの (78)に分類できる O 同安窯系の製品と思われる O

79~83は白磁碗の口縁部の小片である o 79~82の口縁端部は玉縁状を呈する o 83は端反碗の口縁

部で、内面の口縁下に l条の沈線が巡っている O

84・85は白磁皿の底部の小片である O やや上げ底ぎみの平底で、底部外面は無粕であり、内面は

施軸されており底部と口縁部の境に浅い沈線を有するもの (84)、平底で底部外面は無粕であり、

内面は施紬されており底部と口縁部の境に浅い沈線を有するもの (85) に分類できる O 2点とも口

禿の小皿の底部であると思われる O

86~92は白磁碗の底部の破片である O 高さが高い削り出し高台で、高台畳付部の幅が比較的広い

もの (86)、高さが高い削り出し高台で、高台畳付部の幅が比較的狭いもの (87・88)、高さが低

い削り出し高台で、高台畳付部の幅が比較的広いもの (89・90. 92)、高さが低い削り出し高台で、

高台畳付部の幅が比較的狭いもの (91)に分類できる O また内面の特徴からは、底部と体部の境に

沈線を有するもの (88・89・90・91) と無いもの (86・87・92)に分類できる O

93(ま緑軸開器輔の高歯昔日の小片である。(第12~罰圃圏膿20)

底部外面以外の全面に濃緑色の粕薬が施されている O 底部外面には糸切り痕が残り、高台は畳付

部の幅が比較的狭く高さの高い有段輪高台を貼り付けている O 底部内面には 1条の沈線が巡り、 墨

のようなものが付着している O 近江産の製品と思われる O

94-S8(ま若製品類である。(第12~司爾盟膿21 姐 22)

96は滑石製の石鍋の小片である O 内湾ぎみの体部の口縁部直下に断面三角形の鍔を削り出してい

るO 体部外面に煤の付着が若干みられる O

94は有舌尖頭器である O 法量・重さは、長さ(残存)9.8cm.最大幅 2.7cm.最大厚 0.9cm.重さ

23.4 gを測る O 平面形態は逆三角形の短い茎部を有する柳葉形である O サヌカイト製である o (図

版13-3) 

95は不定形刃器である O 法量は長さ13.4cm.最大幅 6.3cm.最大厚 2.3cmをiT，1jるO サヌガイト製で

ある O (第 7図-6・図版12-6 ) 

97は石錐である O 法量・重さは、長さ3.3cm'最大幅1.4cm.最大厚0.7cm.重さ 2.2gを測る O サ

ヌカイト製である O (第7図-4・図版12-4 ) 

98は田基式の打製石鍛である O 法量・重さは、長さ 2.1cm.最大幅1.4cm .最大厚 O.2cm .重さ

0.6gを測る O 平面形態は二等辺三角形で、基辺に 2mmの扶りが入る O サヌカイト製である O

舗は銭貨である。(第 7圏-3圏第13闇 E 関臨時-3 .関臓 22)

元豊通賓(行書体) 元豊元年 (1078年)初鋳の北宋銭である O 外径2.4cm.内径1.9cm .重さ 3g

である O

-23-
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100 

10自{ま土製の{ム官撃である。(第13圏聞盟膿13-4幽臨鰻22)

思づくりによるもので、頭部や下半身は欠損しているが、光背や衣の文様は残っている O

10ト 1自立主幹事基の下駄である。(第 7闇-2 阻 5-第14~富 E 圏膿12- 2 -5包 E語版22)

10U土全体の約半分と前歯が欠損している O 法量は、長さ(残存)21. 2cm .最大幅(残存)7. 6cm 

@摩さ(残存)1.1cm.歯の高さ2.2cmを測る O 連歯の下駄である。

102は全体の約%が欠損している O 法量は、長さ(残存)21.3cm.最大幅(残存)4.5cm .厚さ

(残存)1.2cm .歯の高さ0.9cmを測る O 連歯の下駄である O 歯が著しく磨滅している O

103-107(~瓦類である。(覇15-16闇組問 膿 )

103は平瓦で、凹面には布目痕が残っており、凸面には格子自のopき調整が施されている O

104・105は平瓦で、凹面には布目痕が残っており、凸面には縄自の叩き調整が施されている O

106は平瓦で、凸面には103よりも大きな格子日叩き調整が施されている O 燥し瓦である O

107は丸瓦で、出国はナデ調整が施され、凹面には布日痕が残っている O

-25-
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型間糠13-1 -7 図書喜17 111 

平底の底部からやや内湾ぎみに短い口縁部に至るもの、内面に朱色の付着物がみられる(108)、

び平底の底部から口縁部が外上方へ伸び、るもの(109)、平底の底部から口縁部が外上方へ短く

口千歪はるもの (110)、平底ぎみの底部からやや外反する口縁部に至るもの (111)に分類できる O

lOcm未満で、器高は 2cm未満のものである O

3-1 -7 薗7 112-11 

(112 )、平底の底平底の成部から体部が逆八の字形に大きく開き、口縁端部が丸く納まるもの

平
円

ο
1
-

1
1
i
 

部から体部が外上方へ伸び、体部と口縁部の境に強い横ナデによる段がみられるもの

底の底部から外上方ヘイ申び、口縁部に至るもの(114)に分類できる o D径は15cmtj、下で、器高は 3

cm以下のものである O

116-118(ま瓦罷め盟である。(章第17~富箇

平底の底部から外上方へ伸びながら口縁部に至り、口縁端部が若干外反し、底部内面には幅が I

M必 Z

漆三
:後ヲ
渓ぎ

A41 

縁部がほぼ垂直にmm程度のジグザグ状の暗文が密に施されているもの(116)、平底の底部から

立ち上がり口縁端部が若干外反し、底部内面には幅が 1mm程度のジグザグ状の暗丈が密に施されて

口縁端部が若干外反し、底いるもの (117)、平底の底部から外上方へ伸び、ながら口縁部に至り、

部内面には幅が 1mm程度のジグザグ状の暗丈が粗く施されているもの (118) に分類できる o 116・

117は炭素の吸着状態が不良である O

園閣髄25)11母......，1 ま亙器め舗である。(第1

体部は底部から内湾しながら宜立ぎみの口縁部に至る O 口縁部はゆるい横ナデ調整によってわず

かに外反し、体部外面の中位から口縁部付近に粗いヘラミガキ調整を施し体部内面には幅が 1mm程

度のヘラミガキ調整を密に施す。口縁端部は丸く納まり内面には沈線を巡らす。高台は高く、断面

口縁部にはゆるい横逆三角形を呈するもの (119)、体部は底音向、ら内湾しながら口縁部に至る O

ナデ調整を施し、体部外面の中位から口縁部付近には粗いヘラミガキ調整を施し体部内面には幅が

1 mm程度のヘラミガキ調整を密に施す。口縁端部は丸く納まり内面には沈線を巡らす。高台はやや

高く、断面逆三角形を呈するもの(120)、体部は底部から内湾しながら口縁部に至ると思われる O

体部外面の下位にヘラミガキ調整がみられることから全面にヘラミガキ調整を施していると思われ

るO 体部内面には幅が 1mm程度のヘラミガキ調整を密に施す。高台は高く、断面台形を呈するもの

縁端部は若干尖りぎみで、強い横(121)、体部は底音防ミら大きく外上方へ伸び口縁部に至る O

ナデ調整によって外反し内面には沈線を巡らす。体部外面は口縁部付近にのみわず、かに粗いヘラミ

ガキ調整を施し体部内面には幅が 1mm程度のヘラミガキ調整を粗く施す。高台は低く、断面逆三角

口縁部はゆるい横ナデ調整形を呈するもの (122)、体部は底部から外上方へ伸び口縁部に至る O

によってわずかに外反する O 体部外面は口縁部付近にのみわず、かに粗いヘラミガキ調整を施し体部

内面には幅が 1mm程度のヘラミガキ調整を密に施す。口縁端部は若干尖りぎみで内面には沈線を巡

-29-
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らす。高台は低く、断面逆三角形を呈するもの(123)、体部は底部からやや内湾しながら上方ヘ

伸び口縁部に至るコップ状の形態を呈する O 口縁部は横ナデ調整が施され、体部外面は全面にやや

密なヘラミガキ調整を施し、体部内面には幅が 1mm程度のヘラミガキ調整を密に施す。口縁端部は

丸く納まり内面には沈線を巡らす。高台は高く、断面台形を呈するもの(124)に分類できる O

見込み部の暗文は、連結輪状暗丈を有するもの (119・120)、ジグザグ状暗丈を有するもの (121 

)、同心円状暗文を有するもの(122・123)、不整形の暗文を有するもの (124)がある O また124

は炭素の吸着がみられない。

115(ま須憲器の盟である。(第17図筒国版13-6園間髄24)

体部は、肩部に最大径をもっ楕円形を呈する O 頚部は短く、口縁部下に稜をもっO 口縁部は欠損

しているが、短く逆八の字形に大きく広がる形態を呈すると思われる O 底部外面には「井J状のヘ

ラ記号がある O

125-130(ま貿易陶轍器である。(第18盟国国瓶詰)

125は青磁合子の身である O 底部と受け部以外は施紬されている O 寵泉窯系の製品と思われる O

126は青磁碗の底部の破片である O 高さが低い削り出し高台で、高台畳付部の幅は比較的広い。

127~ 129は白磁碗の口縁部の小片である O 口縁端部は玉縁状を呈する O

130は白磁碗の底部の破片である O 高さが高い削り出し高台で、高台畳付部の幅は比較的狭い。

1311ま拘整唐草文軒平瓦の瓦当部分である。(第18園薗園服部)顎は直線的である O

132圃 133(ま瓦賞のま是蓋の脚部である。(第18s司毘国師24)132は裏側、 133は全体的に炭素の吸

着状態が不良である O

134臨 135(ま磁石である。(第18国園圏服部)134は長方形を呈する。二面に使用した痕跡が認め

られ、そのうち一面には浅い溝状の凹みがある o 135は長方形の両側面が凹んでいる形態である O

四面とも使用した痕跡が認められる O

輔土境出土遺物(第18関鑑圏服部)

1361ま瓦轄の擁である。体部は底部から内湾しながら口縁部に至る形態と思われる O 口縁部には

ゆるい横ナデ調整を施し、口縁端部は尖りぎみで内面には沈線を巡らす。体部外面の中位から口縁

部付近には粗いヘラミガキ調整を施し体部内面には幅が 1mm程度のヘラミガキ調整を密に施す。

137(ま窺恵器練鉢である。体部はほぼ直線的に大きく外上方に開き、 口縁端部の外面に回線がみ

られ、口縁端部が若干張り出している O

輔包含麗出土遺物(第18~語"国臨26)

138(ま須憲轄の理である。体部は肩部に最大径をもち、細い頚音防、ら口縁部が大きく聞く形態で

ある O 胴部には 2条の沈線を巡らしその間に刺突文を施し、頚部には 2条の沈娘を巡らし口縁部下

には櫛描き文が施されている O 底部外面には IXJ状のヘラ記号がある O

139 . 140(ま抵若である。 139は長方形を呈しこ面に使用した痕跡が認められる o 140は不整形で二

面に使用した痕跡が認められる。
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まとめ

昭和63年度の遺跡発見以来、木間池北方遺跡においての全面発掘調査は、建設省浪速国道工事事

務所の依頼による平成 7年度の第 l次発掘調査についで今回が第 2次発掘調査であった。その第 1

次発掘調査は今回の調査地区の西側に隣接している O 発掘調査の結果報告については今後まとめる

予定をしているが、その検出した主な遺構は古墳 1基とそれを削平して営まれた奈良時代から中世

にかけての集落跡であった。 以下、その点もふまえて要点について述べまとめにかえておきたい。

今回の発掘調査において最も多くの遺物が出土したのは!日河川からであった。時代的には縄文時

代草創期の有舌尖頭器・縄文時代の石器類、古墳時代後期の須恵器・土師器、奈良時代の須恵器、

平安時代の土器、鎌倉時代の土器@陶磁器類であった。次に多くの遺物が出土したのは溝からで、

古墳時代中期の躍@奈良時代の均整唐草丈軒平瓦や若干古い様相を示すと思われる瓦器椀をのぞい

てはほとんどが鎌倉時代の土器・陶磁器類であった。

旧河川の出土遺物を観ると様々な時代のものが混在していることがわかる O しかし縄文時代に関

しては、その時代の遺物が他のものと i司じ土層から出土しているという状況や出土遺物の全体量か

ら考えるとその遺物のしめる割合が低いという状況から、周辺地域において縄文時代の遺構が発見

されていない現段階においては、それらの遺物の出土をもってただちに旧河川が縄文時代に存在し

ていたと述べるには早計であると考える O 古墳時代や奈良時代・平安時代に関しては、前述したと

おり西隣での建設省浪速国道工事事務所の依頼による第 1次発掘調査で多くの遺構を検出している

ことから、旧河川もそれらの時代に存在していた可能性を考えておきたい。以上、現段階で旧河川i

は最も多くの遺物が出土した鎌倉時代(特に13世紀前半代)を中心とした時期のものではあるが、

周囲の状況から古墳時代@奈良時代や平安時代に存在していた可能性も含めてこの遺構の時期を考

えておきたい。また溝に関しでも、古墳時代中期の躍 e 奈良時代の均整唐草丈軒平瓦や若干古い様

相を示すと思われる瓦器椀を除いては、掲載していないものを含めて旧河川と同じく鎌倉時代(特

に13世紀前半代)を とした時期の遺物が多く出土していることから、!日河J11と同様に考えてお

きたい。

以上今回の調査地区では鎌倉時代(特に13世紀前半代)を中心とした時期の遺構を検出した O 旧

河川については自然河川で、周囲の地形からその右岸はこの遺跡が立地する生駒山系から西へ派生

している段丘の南端にあたると考えられる O 溝については地形に沿ったものではなく、また直線的

な平田形態から人工の溝であると考えられる O またその性格については前述したとおり、溝の西側

には集落跡が拡がっているが東測においては遺構の密度が極端に少ないことから、その集落跡の境

界を示すようなものではないかと考える O ただし東側については、発掘調査の対象範国が狭かった

点や宅地等により撹乱を受けていた点から集落跡の有無についての結論は今後の調査を待ちたい。



挿国 器
法蚤 (cm)

整 @ 手選 撞 ロ 径

構
番号 器 高

色 調 棄 聾 残存麓 イ請
底 経

名 類
関膿

青5 [推定] 粒 外 肉 iii 番号 (残高)

ロ ヨコナデ 口 ヨコナデ!日 土 8 -1 [7.2] 浅黄援色 綴 密

M j可 日市 皿 1.4 (7.5YR8/4) j氏ナデ 底ナデJII 器 14-1 指皇員痕

口:ヨコナデ 口 ヨコナデ
8 -2 7.6 lこぶし通

皿 1.7 黄樫包 椴 密 底ナデ 底ナデ
仁フ士じ?I凡Eノシ

14-2 (10YR7/3) 指頭痕

椴 密 口 ヨコナデ 口 ヨコナデ
8 -3 8.0 lこ~い

ほぼ
皿 1.6 黄櫨色

底。ナデ 底ナデ 己フ乙プ瓦)¥ノク1 mm以下の砂粒
14--3 (10YR7/2) 

と金雲母を含む

京致 密 ロ ヨコナデ 口 ヨコナデ
8-4 8事3

j夫黄色
一応形皿 1.4 (2.5Y7/2) 

1 mm以下の砂約 成ナデ lま ナ デ
14-4 を若干と金雲母

を含む
) 

口 ヨコナデ 口 ヨコナデ
8 -5 8.2 浅黄オ登色

% 皿 1.5 
(10YR8/3) 

轍 密 底ナデ 底ナデ
14-5 

y散 密 ロ ヨコナデ ロ ヨコナデ
8 -6 8.6 lこ~し、

ほほ
皿 1.6 黄澄色

底ナテ 底ナデ 完形3 mm以下の砂粒
14-6 (7.5YR7/4) 

と金雲母を含む
指頭痕

ト一一

轍 密 ロ ヨコナデ 口 ヨコナデ
8 -7 7.8 にぶい

% 血 1.6 黄援色 1 mm以下の砂粒 底ナデ 底ナデ
14-7 (10YR7/3) 若干と金雲母を

合む

撤 密 口 ヨコナデ ロ ヨコナデ
8 -8 8.2 灰黄色

'7f巳了王バIシLノ皿 1.4 1 mm以下の砂粒 底ナデ 底ナデ
14-8 

(2.5Y7/2) 
若干と金雲母を

含む

宗教 密 日 ヨコナテ 口 ヨコナデ
8 -9 [ 8.4 ] 

浅黄樫色

}4' 皿 1.5 (10YR8/3) 
1 mm以下の砂粒 底ナデ 底.ナデ

14-9 若干と金雲母を

合む

綾 密 口 ヨコナテ 口 ヨコナデ
8 -10 8.1 浅黄綬色 ほほ

皿 1.5 
(75YR8/4 ) I 2 mm以下の砂粒 底ナデ 底ナデ tアじ~7Eノ:ン

14-10 
と金雲母を含む

験 密 ロ ヨコナデ ロ ヨコナデ
8-11 8.8 にぶい

% 皿 1.6 賞授色 1 mm以下の砂粒 底ナデ 底ナデ
14-11 (10YR7/3 ) と金雲母を若干 指頭痕

合む

-34-
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遺 謹
挿圏 器

法霊 (cm)

番号
ロ 径 目童 土 調 整 @ 手 j去

構
器 高

国臨 底 経 色 調 棄 置 残存麗 イ蒲 考

名 類 番号 形 [推定] 砂 粒 外 面 開 面
(残高)

!日 土 8 -12 8.7 
椴 密 口 ヨコナテ、 口 ヨコナデ

河
器師

にぶい

JII 
皿 1.3 黄櫨色 1 mm以下の砂粒 ιフじs7tノノ

底部に 2

14-12 (10YR7/3) 
底ナデ 底ナデ カ所穿孔

若干と金雲母を 指頭痕

含む

8 -13 9.6 鍛密 日 ヨコナデ 日 ヨコナデ

皿 2.5 
灰黄色

14-13 
(2.5Y7/2) 2 mm 以下の砂粒 底ナデ 底ヘラミガキ 完形

を含む
ヘラミガキ

8 -14 [ 12.7 J 
鍛密 臼 ヨコナテ 日 ヨコナデ

浅黄澄色
皿 2.4 1 mm以下の砂粒 底.ナデ x 

14-14 
(7.5YR8/4) 

金雲母を若干合
底。ナデ

む

8 -15 [14.2J 
椴 密 ロ ヨコナデ ロ，ヨコナデ

にぶい

皿 2.2 黄桜色 1 mm以下の砂粒 x 
14-15 (lOYR7/3) 金三雲母を若干含

底指頭痕 底ナデ

む

8 -16 [14.6J にぶい 市致 宮、 口 ヨコナデ ロ ヨコナデ

皿 2.3 黄様色 % 
内面底部

14-16 (10YR7/3) 
2 mm以下の砂粒 底ナデ )長ナデ に炭化物

と金雲母含む
付着

8 -17 13.8 にぶい やや密 口。ヨコナデ 口。ヨコナデ

血 3.1 黄燈色 % 
14-17 (10YR7/2) 

4 mm以下の砂粒 底ナデ 底。ナデ

をやや多く含む

8 -18 [14.0] 鍛 密 口。ヨコナデ 口。ヨコナデ

浅黄澄色
皿 2.8 底ナデ M 

14-18 
(10YR8/4) 2 mm以下の砂粒 底ナデ

と金雲母を含む

8 -19 [15.6] 徴 密 日 ヨコナデ ローヨコナデ

灰黄燈色
皿 2.2 底ナデ x 内面に炭

14-19 
(10YR6/2) 1 mm以下の砂粒 底ーナデ 化物付着

と金雲母を含む

瓦 8 -20 9.2 椴 密 口 ヨコナデ ロ-ヨコナデ

皿 1.5 
灰色 ほlま ジグザグ

器 15-20 
(N5/ ) 2 mm以下の砂粒 底指押え Eまーナデ 完形 状日音文

を若干含む

8 -21 8.8 
口 ヨコナデ 口 ヨコナデ

血 1.5 
灰色

3致 密
ジグザ、グ

底指押え % 
15-21 

(N5/ ) 底。ナデ 状暗文

8 -22 [14.6J ロ ヨコナデ 口。ヨコナデ

椀 5.1 
階灰色

椴 密
連結輪状

体ナデ M 
15-22 

(N3/ ) 体ーナデ 日音文

4.2 粗ヘラミガキ 密ヘラミガキ

F
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者重
挿関 岩署

法量 (cm)

整 手遺 口 径
@ 

構
番号 器 高 調 素 費 残存麗 {麓
関臨 底 経

名 類 [推定] 島、 粒 外 圏 内 菌
番号 (残高)

!日 瓦 [13.4 ] 口 ヨコナデ? 口 ヨコナデ
8 -23 

灰色

% 
連結輪状i可 椀 5，7 

(N4/ ) 
常設 密 体ナデ イ本 ナデ 時文J 11 器 15-23 

[6.6J ヘラミガキ 密ヘラミガキ

[13.4] 口。ヨコナデ 口 ヨコナデ
8 -24 

灰色

y4 連結輪状
椀 5.1 

(N4/ ) 
椴密 体。ナデ 体ー密ヘラミガキ 暗文

15-24 
[6.6J 

[12.8J 口 ヨコナデ 口 ヨコナデ
8 -25 

灰色

% 
連結輪状

椀 5.0 
(N4/ ) 

椴 密 体ナデ 体ナテ 日音文
15-25 

[ 4.0J 粗ヘラミガキ ヘラミガキ

[13.4J 布教 密 口 ヨコナデ 日。ヨコナテ
8 -26 

灰色

% 
連結輪状

椀 4.4 
(N4/ ) 1 mm以下の砂粒 体ナデ {本 管ヘラミガキ H音文

15-26 
[ 4.4J を含む

粗〈ラミガキ

14.4 t教 密 口 ヨコナデ ロ ヨコナテ
8 -27 

灰色 ほほ 逮結輪状
椀 5.0 

(N4/ ) 2 mm以下の砂粒 体ナテ 体粗ヘラミガキ とアう巳I川Z女ノ E音文
15-27 

4.3 を含む
粗ヘラミガキ

[14.0] 口 ヨコナデ 口 ヨコナデ
8 -28 

灰色

M 連結輪状
椀 4.6 

(N1/ ) 
キ致 密 体指押え 体ヘラミガキ 日音文

15-28 
5.1 粗ヘラミガキ

[12.8] 口 ヨコナデ 口 ヨコナデ
8 -29 

陪灰色

% 椀 3.8 
(N3/ ) 

椴 密 f本指押え イ卒; 粗ヘラミガキ
15-29 

[3.0 ] 粗ヘラミガキ

13.8 口 ヨコナデ ロ ヨコナデ
8 -30 

灰色 ほほ |司{、円状
椀 4.4 

(N4/ ) 
常設 密 体指押え f本。密ヘラミガキ 〈フ主じ"I八Zノ戸 日音文

15-30 
4.0 粗ヘラミガキ

[13.8] ロ ヨコナデ 口 ヨコナデ
8 -31 

時灰色

% 
同'L、円状

椀 4.5 
(N3/ ) 

キ致 密 付ド ナデ f本 a 粗ヘラミガキ 暗文
15-31 

5.6 

口 ヨコナデ 口 ヨコナデ
8 -32 9.1 灰色

仁フ土己ア主パ巴クノ椀 3.7 轍 密 体。指押え {本 粗ヘラミガキ
15-32 

(N4/ ) 

中立 口 ヨコナテ
須 9 -33 [18.3J 

口μ縁灰色
東播系d宙じρ 室 (5.5 ) 

(N6/ ) 砂粒、小石を多 体平行叩き
器 16-33 

く含む
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遺 |持圏 i去盤(叩)

|番号 口径 @ 

器高 調棄
i国髄 影脅 底[推定緩~I ~I ~ I ~ rfii !1q rfii I~豊平手麗
|番号 (残高) 持 産自

河!日 瓦質 9 -341 [19.1J 外(N。陪4/灰)色 粗生明 ナデ ナデ

J 11 土 風炉 (5.5)内ーにぶい 片
者-言 16-34 黄澄色 砂粒、小石を多

( 1OYR7/4、) く含一む

9 -351 I [18.0J 一 徹密 口ヨコナデ 日 ヨ コ ナ デ

足釜 暗灰色 口立手
二 (5.7) 耳切1 体部外出

351-'-~1 ¥V"  / 1 (悶/) I 1 mm以 下 の 砂 粒 体 ナ7 体ナデ % γ煤付着

を含む

9 -361 1 [19.2J 1 '" 椴密 口ヨコナデ 日ヨコナデ

三足釜(10.0) 階灰色 口縁外面に煤
16-361-'-~1 pv.Vj  1 (N3/) 11mm以下の砂粒体ナデ 休ナァ7' 1括/ I rλj面に炭、4

を含む 化物付着

9-371 1 [18.0J ー 鍛密 口 ヨ コ ナ デ 口ヨコナデ

足釜 /陪灰色 口1最
二 (6.6 ) 体部外面

16-37 I-'-~ 1 ¥ v.V  / I (トJ3/) I 1 mm以下の砂粒体ナア 体ナデ y.: 1 ~=j甘J↓議を含む 74 }席 lリ7白

9 -38 三足釜 椴密 ナデ

(18.0) 階灰色

16-38 脚部 (N3/) I 1 mm以下の砂粒 煤付着

を含む

9 -39 三足釜 綴密
(19.5) 暗灰色

16-39 脚部 (N3/) I 1 mm以下の砂粒 煤付着

を含む

9 -40 三是釜 4 毅密
(22.9 ) 暗灰色

16-40 脚部 (N3/) I 1 mm~)，下の砂粒 煤付着

を含む

土
師 9 -41 I I [30.9J にぶい 租リ粁 口ヨコナデ ナデ

質;:j;:j釜(10.2) 黄桜色 口縁
土 16-41 I ..-I \~V'~I I (lOYR5/3) I 31l1ln以下の砂市立 体 ナ7 九y.: 煤付ヌ自

器 小石を多く含む

害 10-421 1 [16.9J 椴密 回転ナデ 臨 ナ テ

芯 杯蓋 tD3)JI (~色
器 17-42 ・ (N6/ ) 小石を含む M 

10-431 1 [16.2J 椴密 回転ナデ 回転ナデ

均二身 4.5 灰色

17 -43 I ，-~ I r ~ ^ .， I (N6/) I 1 mm以下の砂粒 x 
[10.4J を含む

441 1 [13.4] 回転ナデ 回転ナデ

上不身 4.1 灰色
17 -44 I ，-~ 1 I (問/) 椴密 M 

[9.8J 
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ミ
々

2A4色

種
法重量 (cm)

a 筏 調 @ 

構
塁審 書量

量購

E霊番臨号
j蕊 経

事襲

[推定]
(残鴎)

!日 須 10-45 
[14.0J 般 密 回転ナデ 回転ナデ

河 宙ベヱー、 主不身 4.3 
灰白色

JII 器 17-45 
(7.5Y7/1) 1 mm以下の砂粒 x 

[10.2J を含む

10-46 [13.4] 綾 密 回転ヘラケズ 1) 回転ナデ

士不蓋 ( 4.2) 
灰色

17-46 
(N6/ ) 2 mm以下の砂粒 う4

を含む

10-47 [13.7] 験 密 回転ヘラケズリ 回転ナデ

杯蓋 (4.0 ) 
灰色

17-47 
(N5/ ) 2 mm以下の砂粒 % 

を含む

10-48 [23.9J 綴 日 回 転 ナ デ 口回転ナデ

蓋 (7.1 ) 
灰鼠色 口tdま

17-48 
(N7/ ) 1 mm以下の砂粒 体格子日叩き 体ー同心円文 % 

を含む
opき

10-49 [20.2J 奇数 ~重iEJ 
体格子百叩 体河心円文

護 (7.2 ) 
黄灰色 き opき 口1室長 外面と口

17-49 
(2.5Y5/1) 4 mm以下の砂粒 }五

縁内面に

を含む
自然紬

10-50 やや密 回転へラケズリ

躍 (6.3 ) 
灰色

17-50 
(N5/ ) 3 mm以下の砂粒

を多く含む

10-51 [32.0J やや粗 回転ナデ ナテ

練鉢 (4.4 ) 
灰色 口縁

18-51 
(N6/ ) 砂粒、小石を含 ys 東播系

む

10-52 [29.2 ] やや粗 回転ナデ ナデ

練鉢 (5.9 ) 
灰色 口1議

18-52 
(N6/ ) 小石、砂粒を含 % 

東播系

む

10-53 [33.0J やや粗 凶転ナデ ナナメ方向の

練鉢 (8.8) 
灰色 ナデ 日手暴

18-53 
(N6/ ) 小石、砂粒を含 ys 東播系

む

10-54 [32.6J やや粗 回転ナデ ナナメ方向の

練鉢 (11.1) 
灰色 ナデ

18-54 
(N6/ ) 小石、砂粒を合 % 東播系

む

10-55 やや粗 ヨコナデ ヨコナデ

中東鉢 ) 
灰色 底部

18-55 
(N6/ ) 小石、砂粒を含 予《 東播系

む
一

E副
長
ぜ

aA-1-tuGLisbPAbh司
副
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|時?号
法盤(叩)
口 径 調 @ 

器 毒事

E車番購号
底 経

[推定] im 
(残高)

!日 須 10-56 やや粗 ヨコナデ ヨコナデ

j可 d舌じ主ρ 練鉢 (2.4) 
灰色 底部

JII 器
[8.9J 

(N6/ ) 小石、砂粒を含 M 東播系

む

10-57 やや粗 ヨコナデ? ヨコナデ

練鉢 (3.1 ) 
灰色

底M部
18-57 [9.6J 

(N6/ ) 小石、砂粒を含
東播系

む

10-58 やや粗 ヨコナデ ヨコナテ

練鉢 (4.1 ) 
灰色 底部

18-58 [10.4J 
(N6/ ) ノト石、砂粒を合 予d 東播系

む

10-59 やや粗 ヨコナテ ヨコナデ 底部内外

練鉢 (3.3) 
黄灰色 底部 間黒変

18-59 [9.2J 
(2.5Y6!1l 小石、砂粒を含 M 底部中央

む
に lカ所
穿孔

土 11-60 にぶい 鍛 密 ナデ ナデ

師 高均二 (11.1) 後色

器 17-60 [10.0J (7.5YR7/4) 
2 mm以下の砂粒

脚部

を含む

11-61 椴 密

把手
澄色

19-61 
(5YR7/8) 2 mm以下の砂粒

と金雲母を含む

11-62 椴 密

把手
浅黄色

19-62 
(2.5Y7/3) 2 mm以下の砂粒

と金雲母を含む

やや密
11-63 

把手
浅黄櫨色

(7.5YR8/6) 
3 mm以下の砂粒

19-63 を多く含む

金雲母を含む

やや密
11-64 

把手
i主黄樺色

(7.5YR8/6) 
3 mm以下の砂粒

上部に切

19-64 を多く含む
り込み

金雲母を含む

やや密
11-65 にぶい

把手 黄樫色 3 mm以下の砂粒

19-65 (10YR7/4) を多く含む

金雲母を含む

やや密
11-66 にぶい

把手 黄櫨色 3 mm以下の砂粒

19-66 (10YR7/4) を多く含む

金雲母を含む
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[錆F喜善
法盤 (c闘)
問 径 @ 

器 喜善

jま 経

[推定]

(残高)

!日 土
やや密

11-67 
i圭賞後色j可 師 把手 3 mm以下の砂粒

日i 器 19-67 
(10YR8/4) 

を多量に含む

金雲母を含む

キ且 ナデ ナデ
11--68 

移動
(15.1) 

灰黄色
小片

内外面に

式竃 (2.5Y7/2) 2 mm以下の砂粒 煤付着
19-68 

を多量に含む

キ旦 タテハケ ヨコノ、ヶ
11-69 

移動
(12.2) 

i主黄澄色
小片

式竃 (lOYR8/3) 2 mm以下の砂粒
19-69 

を多量に含む

3.9 
ナテ 外面に施

12-70 
小壷 明緑灰色 ほほ 粕

蓋 1.2 
(lOGY811l 

轍 密
dフヨ乙ァ王パ巴ク/ 印花蓮弁

20-70 
文

青 12-71 オリーブ

鶴 碗 (3.2 ) 灰色 主致 密、 小片 銭蓮弁文
20-71 (10Y5/2) 

12-72 オリーフ

碗 (3.6) 灰色 融 密 小片 鏑蓮弁文
20-72 (2.5GY6/1) 

12-73 
緑灰色

碗 (3.7) 
(7.5GY6/1) 

轍 密 小片 蓮弁文
20-73 

12-74 オリーブ

碗 (3.5 ) 灰色 椴 密 小片 劃花文
20-74 (lOY5/2) 

12-75 
緑灰色 高台部 削り出し

碗 (1.6 ) 
(7.5GY611l 

敏 密 % 高台
20-75 [5.2J 

12-76 オリーブ

高M台部 百日り出し
碗 (2.2 ) 灰色 綾 密

20-76 [5.8J (10Y6/2) 
高台

12-77 [9.0J オリーブ

血 黄色 椴 密 M 
20-77 (5Y6/3) 
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持|:号
法霊童 (cm)

ロ 筏

塁審 E高
底 経

[推定]I 
(残高)

!日 12-78 
[ 

明オリーブ三主

j可 同 血 2.3 灰色

J 11 磁
20-78 (25GY7/1) 

[ 4.2] 

白 12-79 [13.3J 灰白色磁 碗 (3.2 ) 
21-79 

(7.5Y7/2) 

12-80 [ 
灰色色

碗 (3.6) 
(7.5Y7/2) 

21-80 

12-81 

は15.8J 格吾内妻保色7) 

碗
21-81 

」一一一一一一

12-82 

碗 (3.1) I (lOY8/1) 
21-82 

12-83 [18.2J 灰色色
碗 (2.8) 

(75Y7/ll 
21-83 

12-84 
灰色色

小皿 ( 0.8) 
(75Y7/2) 

21-84 [5.9 J 

12-85 
灰白色

小皿 (1.0 ) 
(7.5Y7/1) 

21-85 [7園

12-86 
灰白色

碗 (2.3) 
(10Y8/1) 21-86 [6.9J 

12-87 
淡黄色

碗 ( 
(5Y8/3) 

21-87 [6圃

12-88 
灰白色

碗 ( 
(5Y8/2) 

21-88 [6.6J 

@ 

密 ;五

口縁

}五

口縁
敏密

予6

事致 密
口縁

口縁
鍛 密 M 

口縁
京教 密 ya 

底部
鍛密 % 

底部
布教 密 x 

高台部
宗教 密 x 

高台、部
鍛 密 K 

高台部
椴

% 

-41-

同安窯系

櫛描文

玉縁状

口縁

玉縁状

口縁

玉縁状

口市議

五縁状

口縁

端反状

口縁

削り出し

高台

削り出し

高台

削り出し

高台

宅設 ; 
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々だ

ぷ



u
o
u

弘
汲
ん
で
ミ

〈へ
(r~

必.

|持;喜善
法盤(闇)

ロ 径
@ 

器 高
色

i関番脇号
底 経

費 構

名 [推定] 内 麗
(残高)

!日 白 12-89 
河 磁 碗 (2.0 ) 

灰白色
椴 密

YI河~.L口4立口π J 耳目り出し

) 1I 21-89 [6.2J 
(7.5Y7/2) M T告r..L、

間口

12-90 

碗 (3.0 ) 
灰白色

轍 密
言f司，..μぷ口品、立口πμ 削り出し

21-90 [7.2J 
(10Y8/1) 王~.L一、

I可口

ト一一一

12-91 

碗 (2.7) 
灰白色

綾 密
I口司ぷ口、立口1い7 削り出し

21-91 [6.4J 
(10Y8/1) μ ヱ全，.Lン、

同口

12-92 

碗 (3.3) 
灰白色

椴 密
高台部 削り出し

21-92 [7.2J 
(2.5GY8/1) M 主主J人

同日

緑軸 12-93 オリーブ

胸
椀 (1. 7) 灰色 綴 密

間台部 有段輪高

器
20-93 [6.0] (10Y4/2) x 4口、

i茸 土 17 -108 [8.0] lこ ~v' 綾 密 口 ヨコナテー 口 ヨコナデ

日市 皿 (1.2 ) 黄櫨色 % 
内面底部

器 24-108 (10YR7/4) 
1 mm以下の砂粒 底ナデ 底ナデ 赤変
金雲母を含む

17 -109 7.8 験 密 目。ヨコナデ ロ ヨコナデ

皿 1.5 
浅黄桜色

24-109 
(10YR8/4) 1 mm以下の砂粒 底。ナデ 底.ナデ

dフfじブZパZクノ

を若干含む

17 -110 [8.1] 綴 密 口。ヨコナデ 口 ヨコナデ

浅黄櫨色
皿 1.2 底ナデ % 

24-110 
(10YR8/4) 1 mm以下の砂粒 底ナデ

金雲母を含む

17-111 [9.4J やや密 口。ヨコナデ 口 ヨコナデ

i支黄;燈色
皿 1.9 底 e ナデ % 

24-111 
(7.5YR8/6) 1 mm以下の砂粒 底.ナデ

金雲母を含む

17-112 [11.2] 敏密 ロ ヨコナデ ロ ヨコナデ

浅黄櫨色
皿 (2.2 ) 底.ナデ x 

24-112 
(10YR8/4) 1 rnm以下の砂粒 底ナデ

金雲母を含む
指頭痕

17-113 [11.6J やや敏密 ロ ヨコナデ 口。ヨコナデ

皿 (2.9 ) 
i支黄様色

24-113 
(10YR8/4) 1 mm 以下の砂粒 底ナデ 底.ナデ M 

を若千含む
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持E富 法盤 (cm)

番号
ロ 径 土 @ j去

構
器 目高

菌臨 底 経
嚢 残帯E霊 {藷

番号 影 [推定] 島、 覇
(残高)

j茸 土 17 -114 [13.6J ま致 密 口 ヨコナテ ロ ヨコナデ

師 皿 2.3 
浅黄櫨色

器 24-114 
(10YR8/4) 1 mm以下の砂粒 底ナデ 底ナデ x 

金雲母を含む

須 17 -115 宗教 密 体ナデ

d 廷~斗ま、 躍 (9.2) 
灰色

外面底 部

器 24-115 
(N6/ ) 1 mrn以下の砂粒

にヘラ言己

を合む
司口王

瓦 17 -116 [9.7J 綾 密 口:ヨコナテ 口 ヨコナデ

灰白色

器
血 2.2 成ナデ % 

ジグサ、グ

24-116 (N8/ ) 1 mm以下の砂粒 底ナデ 状H音文
を:若干含む

17 -117 [9.4] 椴 密 日 ヨコナデ 口 ヨコナデ

灰白色
皿 2.0 % 

ジグザグ

24-117 
(N7/ ) 1 rnrn以下の砂粒 底。ナデ 底ナデ 状H音文

を者千含む

17 -118 [9.4J 綴 密 ロ ヨコナデ ロ ヨコナデ

皿 1.8 
灰色 ジグザグ

24-118 
(5Y4/1) 1 rnrn以下の砂粒 底ナデ 底.ナテ % 状時文

を法子含む

17 -119 [14.2J 口 ヨコナデ 口ーヨコナデ

椀 4.8 
灰色

椴 密
連結輪状

25-119 
(N5/ ) 体ナデ 体 密ヘラミガキ M 暗文

[5.5J 粗ヘラミガキ

17 -120 [14.6J 口。ヨコナデ 日 ヨコナデ

椀 5.2 
灰色

鍛 密
連結輪状

体ナデ x 
25-120 

(N5/ ) イ本 密ヘラミガキ 暗文
[5.4] 粗ヘラミガキ

17 -121 
ナデ 密ヘラミガキ

椀 3.5 
灰色

奇数 密
ジグザグ% 

25-121 [6.0J 
(N5/ ) 状暗文

17 -122 [15.1 J 口 ヨコナデ 口 ヨコナデ

椀 4.2 
灰色

鍛 密
同心円4犬

体ナデ M 
25-122 (N4/ ) 体.粗ヘラミガキ 時文

[ 4.9J 

17 -123 [14.6J 口。ヨコナデ 日 ヨコナテ、

椀 4.3 
灰色

キ致 密
同d心円4犬

体ナデ % 
25-123 (N6/ ) 体。やや密 日音文

4.6 ヘラミガキ

17 -124 [12.0J 口 ヨコナデ 口 ヨコナデ

椀 7.1 
灰白色

鍛 密
連結輪状

体 密ヘラミガキ x 
25-124 (5Y7/1) 体 密ヘラミガキ 日音文

[5.4J 



通費 謹
捕国

器
法量 (cm)

番号
ロ 径 @ 

構
務 書量

魯

関番髄号
底 経

鶏事事E霊

名 類 [推定] lii 
(残高)

i茸 三月主三
18-125 

[7.2J 

合子身 1.9 
明緑灰色

績 密

底部に回

磁 25-125 
(7.5GY7/1) % 転糸切り

[6.4J 
痕

18-126 

碗 (1.8) 
灰オリーブ色

轍 密
品台部 削り出し

25-126 [5.0J 
(7.5Y5/3) 予4 主告r..L、

間口

白 18-127 [16.0J 
碗 (2.7) 

灰白色
般 密

口縁 玉縁状

磁 25-127 
(7.5Y7/2) ya 口縁

18-128 [16.0J 灰白色
碗 (2.4) 椴 密

口出家 玉縁状

25-128 
(7.5Y8/2) 予五 口縁

18-129 [16.4J 灰白色
碗 (2.3 ) 議致 密

口縁 玉縁状

25-129 
(7.5Y7/2) }ぎ 口縁

18-130 

碗 (2.4) 
灰白色

轍
高台部 削り出し

25-130 6.0 
(7.5Y8/2) 仁フ士じ>I八f:ノン ヱ'c.L>、

同口

瓦 18-132 験 密
質 三足釜 (16.2 ) 

黄灰色

土 24-132 脚部 (2.5Y4/1) 2 mm以下の砂粒

器 を含む

18-133 
三足釜

轍 密

(13.0) 
Ef(黄色

24-133 脚部 (2.5Y7/2 ) 2 mm以下の砂粒

を含む

土 瓦 18-136 [15.0J 
椴 密 口 ヨコオデ ロ ヨコナデ

椀 (4.1 ) 
灰色

口%縁
坑 器

(N5/ ) 
1 mm以下の砂粒 体。粗ヘラミガキ 体:密ヘラミガキ
金雲母を若干含

む

須 18-137 [29.8J やや粗 回転ナデ ナデ

居、 練鉢 (10.8) 
灰白色 口縁

器 26-137 
(N7/ ) 小石、砂粒を含 % 東播系

む

包 須 18-138 やや密 体回転ナデ 口 回 転 ナ デ

メ仁念当、 恵、 躍 (13.5) 
灰色

日手象をの 外面底部

層 器 26-138 
(N5/ ) 小石、砂粒を多 底。回転ヘラケズリ ぞきはぼ にヘラ記

く含む
完形 ア口王
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遺 種 持圏 器
法盤 (cm)

整 j去
番号

ロ 径 自書 @ 

構
器 高

調 棄 霊童 残存麗 備 考
底 経

重富 [推定] 弟、 事立 タト F句
(残高)

!日 石
長 [9.8J

12-94 
有舌 ほほj可 製 巾 2.7

111 口口口 尖頭器 厚 0.9 ζ7壬じ?I八f:ノシ ト製
21-94 

重 23.4g 

12-95 
不定形

長 13.4
ほぼ サヌカイ

刃器
巾: 6.3 

完形 ト製
21-95 厚 2.3

12-96 
滑石製 [20.2J 口縁 外面に煤

石鍋
(4.6 ) }{z 付着

21-96 

長 3.3 
13-97 

Iわ 1.4 サヌカイ
石錐

厚 0.7 
仁フ士1:;7川E二ノノ

ト製
22-97 

重 2.2 g 

長 2.1 
13-98 

打製 巾 1.4 サヌカイ

石鍛 厚 0.2 
完形

ト製
22-98 

重 0.6g 

i葺 石 18-134 長ー (97)

製 砥石 巾 (48)
口口口

26-134 厚 (19)

18-135 長 (6.8)

砥石 巾 (30)

26-135 厚 (25)

包 石 18-139 長 (63)
メ凸入 製 砥石 rt : (4.6) 
層 口o口 26-139 f手 (10)

18-140 長(10.4)

砥石 巾 (8.0)

26-140 厚。 (3.2)

!日
銭貨

13-99 外経 2.4
j可 内経 19 ア仁士じ>I凡f:ノシ

『元農通賓j

JII 22-99 重 3.0 g 
行書体

土 13-100 長 (39) 綴密
にぶい援色

製 仏像 巾 (3.8)
(7.5YR7/4) 1 mm以下の砂粒

型作り
ロロ口 22-100 厚(1.0)

金雲母を含む

.• 
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， 

P
付与

?
ζ

晶画

選 種
捕園 器
番号 長さ 申富 ~ 

寵調 蟻成 イ蕗 考構
圏閥 (cm) (cm) 

名 類 番号 形

やや粗!日 瓦 15-103 
灰色

硬
小石、砂 表面:布目痕河 平瓦 残 14.6 残 8.4 2.0 

(N5/ ) 粒を多く 裏面・格子日叩き) 11 23-103 
含む

やや粗
15-104 

灰白色
者更

小石、砂 表面布目痕
平瓦 残 14.8 残 11.4 2.0 

(N7/ ) 粒を多く 裏面:縄目叩き
23-104 

合む

やや粗
15-105 

灰色色
硬

小石、砂 表面.，布日痕
平瓦 残 14.0 残 15.3 2.5 

(2.5Y7/l) 粒を多く 裏面:縄目叩き
23-105 

合む

16-106 
灰色

やや密

平瓦 残 12.3 残 13.0 2.1 を更 小石、砂 裏面:格子目印き
(N5/ ) 

粒を含む23-106 

やや粗
16-107 

灰色
硯

小石、砂
裏面..布町長丸瓦 残 26.6 残 11.8 2.3 

(N5/ ) 粒を多く
23-107 

含む

3.2 
やや粗

18-131 
灰白色 小石、砂 均整唐草文

j茸 瓦 軒平瓦 残 7.2
(10YR7/2) 

軟
粒を多く 直線顎

26-131 5.1 
含む

!日 木 14-101 残1.1
j可 製 下駄 残 21.2 残 7.6 残 2.2 連歯下駄
JII 

口

(歯高)
ロロ 22 -101 

14.-102 残1.2
下駄 残 21.3 要望 4.5 残 0.9 連歯下駄

22 -102 (歯高)
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1 第2遺構面検出全景 (南東から)
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